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タカ派色を弱めたイングランド銀⾏
追加利上げ⽰唆の表現が弱まる
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2022年3月18日

英⾦利とポンドの上昇を抑制する要因に
イングランド銀⾏（BOE）の⾦融政策委員会は17日、政策⾦利を0.5%から0.75%へ引き上げました。

昨年12月と今年2月に続く3会合連続の利上げです。利上げは８対1の賛成多数で、1人（カンリフ副総
裁）は⾦利維持を主張。労働市場の逼迫と物価上昇圧⼒の持続リスクを考慮しての利上げ決定です。

BOEはインフレ加速と家計所得の圧迫による経済活動への悪影響を指摘しました。ロシアのウクライナ
侵攻による商品価格上昇とサプライチェーンの混乱からインフレ圧⼒が強まり、エネルギー純輸入国であ
る英国の経済成⻑は鈍化する可能性が⾼いとしました。労働市場は堅調でも、家計の実質所得が圧迫され
て消費者信頼感は低下しており、インフレの悪影響が予想以上に⼤きいと指摘しています。今後のインフ
レ率については、当面⾼まるものの、経済成⻑の減速により先⾏きは下がるとの予想です。

声明からは経済成⻑減速への警戒感がうかがえます。当面はインフレ抑制の⾦融引き締めを優先しても、
先⾏きは成⻑減速を懸念して引き締めを弱めそうです。BOEは政策⾦利が1%に達すれば保有する英国債
と社債の売却を検討するとしてきましたが、売却開始と同時に利上げを休⽌する可能性もありそうです。

前回会合では、今後数カ月の間にさらなる緩やかな⾦融引き締めが「適切となりそうだ（is likely to be
appropriate）」としていましたが、今回は「適切かもしれない（may be appropriate）」へ変更しまし
た。追加利上げ示唆の表現が弱まったことは、英⾦利とポンドの上昇を抑制する要因になりそうです。

（出所）リフィニティブより⼤和アセット作成

（2020年1月初〜2022年3月17日）

英⻑期⾦利とポンド円BOE政策⾦利と英⻑期⾦利

（出所）リフィニティブより⼤和アセット作成
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